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Many herbivorous protists convert fluorescent chlorophylls to the corresponding non-

fluorescent cyclopheophorbides (CPEs) to suppress their phototoxicity. Herein, we report the 
detection of various CPEs as catabolites of synthetic chlorophyll-derivatives in the 
phagotrophic euglenoid Peranema trichophorum strain FAL010. 
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クロロフィル(Chl)分子は、光合成初期過程において重要な役割を果たす色素分子

である。一方で Chl分子は強力な光増感作用を示し、細胞毒性の高い分子種である一

重項酸素を光照射時に発生させうる。この「光毒性」を回避するために、微細藻類を

捕食するプロティスト(単細胞の真核生物)は、餌細胞内に含まれる Chl を 132,173-シ

クロフェオフォルバイトエノール類(CPE 類)に代謝して無毒化することが知られて

いる(Fig. 1, M = Mg)1)。本研究では、シアノバクテリアであるスピルリナやホウレン

草の市販粉末から抽出した Chl-a/bに化学修飾を加えることで、様々な Chl誘導体を

合成し(Fig. 1左, M = H2)、これらの色素分子を蛍光ビーズに吸着させることで、食作

用性のユーグレノイドであるペラネマ(Peranema trichophorum FAL010 株)に取り込

ませた。その代謝生成物を HPLCで解析したところ、対応する CPE類(Fig. 1右)2)を

検出したので報告する。 

Fig. 1. Metabolic modification of various Chls to the corresponding CPEs. 
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